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内容

明治の街灯 石油ランプ、ガス灯

(参考) 江戸時代の蝋燭、アメリカの捕鯨

イザベラ・バードが讃えた、優れた理科学校

バードさん新潟訪問の頃



明治期における石油製油技術の発展
明治になると，植物油より明るくて安価な輸入灯油ランプは，
文明開化の象徴として急速に普及するとともに，石油産業が
勃興した。

日本の石油製品
明治22年頃 灯油 軽油 機械油 揮発油 重油はほぼ等量
明治27年以降 揮発油 重油 の比率急増
明治30年 灯油、軽油、機械油で1/3、 揮発油で1/3、 重油で1/3
それ以降 さらに差が拡大、揮発油 重油がメインとなった。

明治の街灯 石油ランプ、ガス灯



1872年（明治5年）、横浜で日本のガス事業が、
高島嘉右衛門によって始まり、現代の馬車道通りに、
街灯としてガス灯がともりました。

横浜に遅れること ２年後、1874年（明治7年）には
東京の銀座通りにも街灯として85基のガス灯が
輝くようになり、ガス灯は次第にその数を増やしました。

新潟では、明治5年に275基の石油ランプ灯。
ガス灯でなく、石油ですが、最先端です。
なぜ。



街灯は300基あり、当地方
で産する石油が使われて
いると書かれている。

1878年（明治11年）の
ことである。

イサベラ・バート『完訳日本奥地紀行2』（平凡社東洋文庫823）



(参考) 江戸時代の蝋燭、アメリカの捕鯨

灯り用の燃料として、江戸時代以前はエゴマ油や胡麻油、
江戸時代に入って綿実油や菜種油、鯨油や鰯油などの魚油が
ありました。

この中で菜種油が無色でにおいが少なく、明るさにも優れていた
ことから、一気に評判になり、灯台の行灯化など照明具に変化が
もたらされたといいます。

アメリカの捕鯨
基本的にアメリカの捕鯨は油だけが目的でした。
1800年頃には捕鯨船の多くは300トンクラスで一回の航海は2～4年
かかったと言うことです
当然生ものの肉などは持って帰ることは出来ませんでした。



1877年3月： 新潟県師範学校と県立新潟学校

（1872年11月設立） を併合し、新潟学校と改称。

旧 官立新潟師範学校・新潟英語学校の校舎に移転。

百工化学科・英学講習科・英語学科・師範学科を設置。

1878年9月17日： 明治天皇行幸。

この直前に、イザベラ・バードが新潟入り

7月1日に津川に入り、3日に津川の川湊から

阿賀野川を船下りで新潟入り。

百工化学科の設備の優秀さを日記に残す。

イザベラ・バードが讃えた、優れた理科学校



明治初期中等工業教育の萌芽(1),(2)  ）新潟学校百工化学科の創設、挫折



県令永山盛輝が推進した，百工化学科を拠点とする殖産興業によ
る富強政策は4 年間で挫折した。
卒業または中退後の動向が判明した9 名の内，百工化学を直接生
かした仕事に就いたのは，染織業に従事した2 人が確認されただ
けである。 当時の織物産業・石油産業を概観し，百工化学を学ん
だ技術者を受け入れる状況ではなく，新潟県で百工化学を学んだ
技術者の需要が生じたのは，百工化学科の創設から約25 年後の
1900年代であった。



～ 私見 採鉱と物理化学に力を入れた設備ということで、
石油採掘を意図したように思えます。
尼瀬での石油噴出は、 1873年ということですので、
これが石油ランプに使われたか。
(一説には、もうひとつの成長産業の繊維に関係する染料化学も。)

新潟大学の理学部や教育学部につながっているのでしょうが、
残念ながら、この先が、わかりません。
存続の討議の時に、山口権三郎が関与していますが、
賛成・反対が定かではありません。
この10年後、おそらく同じ学科をもつ実業学校を
創設します。それも、時期が早すぎたか、じきに廃校。



百工とは、さまざまな工匠や職人、
諸種の工芸を指し、百工化学とは、
化学工業を指す言葉。



百工化学科の位置

白山神社の隣、現在の市役所の
あたり



ちなみに、新潟港の開港
指定後の伸び悩みの原
因として、外国人逗留地
の集中化より分散化に
なってしまったことも、
一因とされる。

190416日経
「新潟開港の波乱の舞台裏」
より (青柳正俊氏)



新潟のヨーロッパ風の市街
イサベラ・バート『完訳日本奥地紀行2』（平凡社東洋文庫823） p39

新潟は五万人の人口を擁す美しく繁華な都市である。また150万人の人口を擁す富裕な越後国の
主都であり、〈県令〉と言われる県知事がいるところでもある。複数の主要な裁判所や立派な学校、
ひとつの病院そして兵営もある。このような隔絶された町で専門学校と称するに足る学校を見るこ
とができるのほ不思議な気がする。この学校［新潟学校］には、中学科、小学科、師範学科に加え
て、英国人と米国人が組織し150人の生徒のいる英語学科や百工化学科が付設されている。百工
化学科には鉱物地質学標本室や複数の実験室がある。その設備はすばらしく、最新で最も定評
のある科学・教育機器が備えられている。ファイソン氏の家の近くには県庁の建物が集まっている。
すべて木造で白いペンキが塗られている。

そして建物が大きく、数えきれないガラス窓が付いているので人目につく。ひとりのヨーロッパ人の
医師の計画に沿ってできた医学校が付属する大きな病院や、県庁、裁判所、複数の学校、兵営、
そしてほかのどれにもひけをとらない銀行の大きな建物ほすべてヨーロッパ風であり、進取的で存
在感はあるが、ごてごてしていて趣に欠ける。たいへんうまく設計され、砂利をきれいに敷いた遊
歩道のある大きな公園もある。街灯は300基を数え、当地方で産する石油が使われている。


